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名古屋アイリスロータリークラブ

例会日 毎週水曜日 13：00-14：00

Engage Rotary Change Lives 2013-2014 年度 R.I.会長

ロータリーを実践しみんな豊かな人生を      ロン D.バートン   

例会場 ANA クラウンプラザホテル

      グランコート名古屋

創 立 2013 年 6 月 5 日

会長 八神 基 幹事 荒山 久美

第 31 回例会 2014 年 2 月 12 日 水曜日 晴れ

斉唱「それでこそロータリー」

出席者報告

例会 第 31 回（2/12） 第 30 回（2/5） 第 29 回（1/29）

会員数 32 名 32 名 32 名

出席 24 名 25 名 24 名

欠席 8 名 7 名 6 名

Make Up 2 名 2 名

出席率 81.25% 78.13% 81.25%

ゲスト紹介

和合 RC 国際奉仕委員長 福田哲三様

名古屋北 RC 浦野三男特別代表

ニコボックス報告

福田様

昨年 11 月の「ワールド・フードふれ愛フェスタ」

ではチケット購入を含め、大変お世話になりました。

本日は実行委員長として御礼に伺いました。今年もこ

のイベントを開催します。よろしくお願い致します。

安井副会長

昨日、富士山を写す達人で浦野特別代表がメーテレ

に出演されてみえました。素晴らしいテレビを拝見し

ました。又、2/8 に台湾にて寺尾君、加藤君に盛大に

誕生会を開いていただきました。

副会長挨拶

毎月、ロータリーの友の雑誌をＲ・Ｉより頂きます。

その 3 頁に必ずＲ・Ｉ会長、ロン．バートンさんのメ

ッセージが載っています。

今年の１月は家族をロータリーに迎え入れるとい

うメッセージでありました。内容は、ロータリー全体

を家族としてとらえ青少年や子供達への奉仕に力を

入れています。それは、若い世代が未来であるからで

す。そして、その若い人達が将来ロータリークラブの

会員になって頂ける様、頑張るのです。家庭のカレン

ダーにロータリーの社会奉仕が書き込まれる様にな

り 家族全員がロータリーを理解する様になる事が

私達ロータリアンの存在感が増す事になるのですと

メッセージされております。そして、ロータリーの友

の 6頁には ロータリーの誕生とその成長という記事

が必ず書かれておりますので、勿論、皆様は御覧にな

っていると思いますが、もし読んで見えない方がお見

えでしたら一度“Ｒ・Ｉ会長メッセージ”と“6 頁の

ロータリーとは”という記事を理解して頂きたいと思

います。昨年の１１月２３・２４日に名古屋昭和Ｒ・

Ｃの主催で行われました。２７６０地区の地区大会、

フィリピンからアントニオ．ラフィーＲ・Ｉ会長代理

を迎えての地区大会でありました。２７２３人の地区

の方々が出席され『行動なくしては夢に意味はありま

せん積極的に人生を変えるべく、手を動かし心を込め

て取り組んでいきましょう』と、参加者を鼓舞しまし

た。すなわち積極的にロータリー活動に参加しようで

あります。我がアイリスからは１８名の方々に参加を

頂きましたが、今年度に行われます２月２６日（水）

の東名古屋分区インターシティーミーティングいわ

ゆるＩＭで有りますが、ウエスティンナゴヤキャッス

ルで全員登録で参加しなければなりません。又、４月

１３日同じくウエスティンナゴヤキャッスルで行わ

れます地区協議会も全員登録で有りますので、私達の

クラブは発足３年未満で有りますので必ず御参加を

賜ります様お願い申し上げます。

ロータリーはクラブの例会に、また地区の合同会議

に出席をすればする程、理解が深まり出席する楽しみ

が出てまいります。ロータリーへの理解は、出席する

事です。そして、ロータリーの目的の中に四つのテス

トがあります。言行は、これに照らしてから

１. 真実かどうか

２. 皆に公平か

３. 好意と友情を深めるか

４. 皆の為になるかどうか

が、あります。文字で書くと簡単に書けますが、１～

４までの事柄を実践しようと思うと、日々の行動、言

動が全て当てはまってまいります。

何でも無い事が大変な事なのです。各自が自分に当



てはめて考えてください。

嘘をついていないか、人間関係は上手くいっている

か、社会に貢献しているか自分では正しいと思ってい

る事がひょっとしたら一番間違っているかもしれな

いので日々反省の心です。

福田和合 RC 国際奉仕委員長より

昨年 11 月に実施された「ワールド・フードふれ愛

フェスタ」を、今年も 11 月 1-3 日に実施する予定で

います。ご協力の程お願い申し上げます。海外では当

たり前になっている Fund raising という募金のやり

方を日本に持ち込み、実施してみたかったのですが、

今回募集金額 350 万円のうち、自クラブから 170 万円

を集め、今回のフェスタで 2760 地区の RC からのご

協力とお祭りの売り上げで残りを集めることが出来

ました。各クラブの皆様のご協力に御礼申し上げます。

幹事報告

・2/5 のクラブフォーラム（国際奉仕）の代替日は 3/19
となりました。地区からスピーカーをお迎えして実施

します。

・2/26（水）16：00-20：00 はウェスティンナゴヤキ

ャッスルで IM です。ご参加をお願いします。

・4/13（日）13：00-17：00 は 2014-2015 年度用の地

区研修会、及び協議会です。全員登録ですので、こち

らへもご参加をお願いします。

本日の卓話

「自己紹介と私の職業について」

竹内祐子さん

三重県桑名市に生まれます。学生時代、スポーツ試

合の前に、ヘアーカットをするのが、ジンクス・けじ

めでした。美容師さんが自由自在に、カット技術でヘ

アーデザインを変え、「気持ち」代えさせてくれるこ

と、「気」を上げてくれることにあこがれ、美容師に

なりました。

岩井文男先生のサロンに入社し、ここで、スタイリ

ストとして海外（ロンドン）研修に参加させて頂き、

店長を経験し、その後サロンを持ちます。サロンを持

って、今まで師匠岩井先生や仲間に、いかに支えられ、

環境に生かされていたかに気づき、「人あっての仕事」

「人の大切さ」「環境の大切さ」「人と環境」という事

に、自分自身が変わり始めます。

相変わらず、毎年海外（ロンドン）研修には出かけ、

2 件 3 件と出店のチャンスもあり、これからの美容

師・サロンの在り方を模索していたころ、パリとニュ

ーヨークへ行く機会がありました。日本・ロンドン・

パリ・ニューヨークの美容業界また、ビジネスの違い

を感じ、今後のサロン展開に「夢」を持ちました。そ

して、ロンドンもパリもニューヨークも「美容師の地

位」は高く、日本ももっと、「美容の価値・美容師の

価値」を高くしていけたらと思いました。すでに、（20
年前ですが）パリ・ニューヨークでは、お客様目線の

サービス、フロントマネージャー・コンシェルジュが

確立しており、トータルビューティーのサロンが目標

となりました。４件目・５件目のサロンは、フロント

の充実、スタッフ 15～20 名、メニューも「フェーシ

ャルエステ」以外は（ヘアー・着付け・ネイル・アイ

ラッシュイ・スパ）すべてそろえ、お客様に「美しく・

若く」なっていただく空間作りを、スタート致しまし

た。

一昨年は、「トータル・ビューティサロン」として、

池下セントラルガーデンに「ル・サロンド オートボ

ーテ カリタ」サロンをオープンし、ヘアー・ネイル

等以外に、「ヘッドスパ・スキャッルプ・フェーシャ

ルエステメニュー」と自分らしく輝いて頂くためのメ

ニューをご用意させて頂きました。頭皮の健康・若返

りは、「お顔」「ボディー」につながっていて、パーツ

で決まるものでもありませんから、これらのメニュー

でストレスを取り除きリラックスすることは、細胞を

もよみがえらせるほどです。

当初、５人でスタートした、スタッフも９０名を超

え、池下・金山・港・桑名・四日市と８サロンに増え

ました。いつの時代も、その時代・時代に、求められ

る美容サロンであり続けたいと思っていいます。

今、「美人は肌より髪質」と雑誌で特集が組まれる

ほど、美しい髪が注目され、「毛髪再生療法」も注目

されています。私どもも、「本格育毛ケア」・「髪のエ

イジングケア」に取り組んでいます。

人が「キレイ」になるための美容師であって、私た

ち美容師は、お客様の喜ぶ顔が、周りの方の喜ぶ顔が、

大好きです。メイクしたり、オシャレしたりすること

や、「癒し・癒す」という、この美容という仕事は、

病気の方をも元気にし、お年寄りも元気にします。

そして、皆様の「生きる張り」をサポートします。こ

れからも、若い方々が美容師になりたいと思ってもら

えるような「夢」のある誇りある仕事でありたいです。

この仕事をしてよかった、会えてよかったと、思って

もらう事を願います。

「一生勉強」「一生現役」「急がず・休まず・あきら

めず」「一途一心」にお客様のリクエストに応えてい

こうと思います。そして、岩井先生との出会いから、

いろんな方とのご縁もでき、このたび、名古屋アイリ

スロータリークラブにも入れて頂くことになりまし

た事を感謝し、「出会い」と「ご縁」を大切にしてい

きたいと思っています。


